
No.３ １ ３ ３
秘 境 秋 山 郷 の 紅 葉 と 苗 場 山
苗 場 山

実施日 2023年10月7日(土)～9日(日)
天 候 曇り後雨／晴れ／雨
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 瀧澤きよの、峯川弘子 計２名
費 用 交通費14,230円／宿泊費17,

150円 合計 31,380円
タイム 10/7 越 後 湯 沢 (12 : 5 8 )（ 14

： 14） 津 南 町 役 場 (13 :
5 8 )見 玉 (14 : 3 5 )小 赤 沢
民 宿 (15:03) 泊

10/8 民 宿 (6 :30)三 合 目 登 山
口 (6:45∼6 :50)5合 目 (8:
05)苗 場 山 神 社 (10 :55∼
11:05)苗場山山頂(11:45
∼12 :15)深 穴 岩 (13:00赤
湯 橋 (18 :10)赤 湯 温 泉 山
口館(19:00) 泊

10/9 赤 湯 温 泉 山 口 館 (7:15)
見 返 り 松 (8 : 0 0 )林 道 終
点 ( 9 : 0 0 ) ゲ ー ト ( 9 : 1 0

)越 後 湯 沢 (11:50)

1 0 / 7 移 動 日 越 後 湯 沢 駅 集 合
で 東 口 4 番 乗 場 の み 長 蛇 の 列 で
す 。 塩 沢 の 裏 か ら か な り の 急 坂
を 南 越 後 交 通 ﾊ ﾞ ｽ は 津 南 町 役 場
で 下 車 。 雨 が 降 り 出 し ま し た 。
路 面 ﾊ ﾞ ｽ に 乗 り 換 え 、 見 玉 で 予
約 の デ マ ン ド ﾊ ﾞ ｽ に 乗 り 込 み 、
秋 山 郷 へ 結 東 の 石 垣 田 見 集 落
が 見 え だ し た 。 5 0 ｃ ｍ 位 の 黒
い 熊 が 横 切 っ た 。 急 登 の 民 宿
丸 山 荘 に 到 着 。
雨 本 降 り 、 傘 と バ ス タ オ ル 、

タ オ ル 借 り て 、 楽 養 館 へ 秘 境
の シ ョ ー ト カ ッ ト 橋 を 渡 り 、
階 段 登 り 熊 が 出 そ う な 急 登 を

登 り 上 げ る と 、 落 陽 館 で す 。
栗 が ぼ た ぼ た 落 ち 危 な い 。 風
呂 は 赤 食 の ?鉄 湯 、し ょ っ ぱ い 。
下 は 湯 花 が ザ ク ザ ク 。 ぬ る め

の 風 呂 で す 。
民 宿 に 戻 り 、
た く さ ん の
料 理 に 舌 ず
つ み 。 早 々
に 就 寝 。

10 / 8 吐 く 息 が 白 い マ イ ナ ス だ 。
雨 は 止 み 山 日 和 。
宿 か ら 山 タ ク で 苗 場 山 三 合 目

迄 、 駐 車 場 は 満 車 状 態 で す 。
最 初 か ら 急 登 で す 。
良 く 整 備 さ れ た 登 山 道 で す が 、

昨 日 の 雨 で 泥 ん こ 状 態 で す 。
木 の 根 っ こ が 滑 る 。
4 号 目 、 5 合 目

と 分 か り 安 い 。
ザ レ 、 鎖 場 と 7
合 目 、 8 合 目 か
ら は 、 白 馬 三 山
方 面 が 真 っ 白 、
雨 飾 山 、 等 々 会 話 が は ず み ま
す 。
最 後 の 階 段 登 り で 池 塘 に 出 ま す 。

草 紅 葉 、 雪 、 紅 葉 と 木 道 を 歩
き 苗 場 神 社 へ 2 ｍ 程 の 段 差 下 の
景 色 が 素 晴 ら し い 。

写 真 撮 り 、 9 合
目 確 認 木 道 両 面
に 雪 が 残 り 、 美
し い 。 こ こ か ら
大 き な 岩 、 石 と

泥 ん こ の 樹 林 を 歩 く と 自 然 体
験 交 流 セ ン タ ー が 見 え 多 く の
登 山 者 で い っ ぱ い で す 。



苗 場 山 山 頂
写 真 撮 り 、
昼 食 し て い
る と 、 昨 日
の 滋 賀 県 4
人 女 性 （ ﾃ ﾞ

ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ｽ で 一 緒 ） と も 会 え 祓 川
に 下 る と の 事 。
こ ぶ し 会 は 赤 湯 に 木 道 歩 き ま

す 。 赤 湯 方 面 は 少 な い 。
木 道 終 わ る

や 、 い き な
り の 急 降 、
鎖 場 約 5 0 ｍ
ガ ン ガ ン 下
り 、 二 居 ダ
ム の ブ ル ー が 美 し い 。 木 を ま
た ぎ 、 く ぐ り 、 苔 、 枯 葉 、 草
藪 、 集 中 力 全 開 で 下 山 。
フ ク ベ イ 平 の ブ ナ 林 は ホ ッ ト

し て 歩 く 。 深 穴 岩 を 過 ぎ 、 も
う ２ 時 間 か か る 、 宿 に 電 話 す
る が 、 電 波 と ど か ず 。 樹 林 滞
な の で 、 ヘ ッ ド ラ ン プ 装 着 。 M
さ ん 小 赤 沢 コ ー ス で コ ン タ ク
ト レ ン ズ 片 方 な く し 、 安 全 第

一 で 下 山 。
よ う や く
川 が 見 え
宿 の 明 か
り も 見 え 、
鉄 橋 を 渡
り 河 原 に

降 り 、 岩 の → に 歩 く が 、 道 が
切 れ て 、 分 か ら な い 。 二 人 で 、
地 図 を 確 認 ヤ マ ッ プ 、 昭 文 社
何 度 も 確 認 も 小 屋 後 3 0 0 ｍ が 分
か ら な い 。

橋 か ら 何 回 の 戻 り こ れ は 動 か
な い 方 が い い 。 電 灯 、 ス マ ホ 、
ホ イ ッ ス ル で 、 宿 か ら 電 灯 の
光 で 向 か い に 来 て 頂 き ま し た 。
大 岩 で 大 雨
の た び に 道
が 変 わ り 、
分 か り ず ら
い と ご 主 人
言 っ て ま し
た 。 助 か り ま し た 。 お 風 呂 に 入
り 、 ご 飯 頂 き 、 爆 睡 。
1 0 / 9 朝 か ら 雨 具 装 着 で 赤 湯 温
泉 山 口 館 出 発 。 露 天 風 呂 。 屋
根 の あ る ふ ろ 場 を 横 目 に 鉄 梯
子 を 渡 り 、 急 登 を 登 り 上 げ る
ト ラ ロ ー プ も あ る が 、 雨 で 木
の 根 っ こ や 、 木 ま た ぎ で 見 返
り の 松 。 さ ら に 鷹 ﾉ 巣 峠 迄 の ア
ッ プ ダ ウ ン を 何 と か ク リ ア 、
林 道 に 出 ホ ッ ト し て 歩 く 。
ゲ ー ト で 車 で 帰 る 宿 の 妹 さ ん

に 声 か け て 頂 き 、 越 後 湯 沢 駅
迄 載 せ て 頂 く 事 と な り ま し た 。
あ り が た い 。 色 々 な お 話 聞 き
湯 沢 駅 で 別 れ 、 お 風 呂 に は い
り 、 昼 食 も 取 り 新 幹 線 に 乗 り
込 む 。
今 回 は 、 反 省 点 が い っ ぱ い で

す 。
夕 方 は 日 暮 れ が 早 い 。 ア ク シ

デ ン ト の 事 も 考 慮 し 、 装 備 は
必 ず 点 検 、 し て 歩 く 事 を 二 人
で 、 話 、 反 省 し ま し た 。
今 度 は 、 皆 さ ん で 、 赤 湯 温 泉

山 口 館 に 行 き ま し ょ う 。
（ 記 ＆ 写 真 ・ 瀧 澤 き よ の ）

（ 写 真 提 供 ・ 峯 川 弘 子 ）


